
サッポロクジラと人々　発見から研究まで
　さて、札幌から見つかり、2025年に新種となったば
かりのサッポロクジラをご存知でしょうか。その発見
から世界デビューまでに何があったのか、そしてたく
さんの活動を支えた人々が作り出した「博物館文化」
を、ひもといていきましょう（図 1 ）。化石は、まず
発見があり、発掘、クリーニング、研究、発信といっ
た流れがあります（図 2 ）。

はじめに
　「博物館ってなにやってんの？」
　「北海道の化石はスゴイって本当？」
　このような疑問を持たれたことがある方がいるかも
しれません。実は、魅力的な古生物系ミュージアムが
北海道にたくさんあります。今月と来月の二回にわた
り、化石と博物館の魅力、そしてそれらに魅了された
人々によって作られる「博物館文化」について紹介し
ます。
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図 1　2025年に新種として世界デビューしたサッポロクジラ（メガベリーナ・サッポロエンシス）の全身骨格レプリカ。なんと全長12.7ｍもあります
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した古沢仁博士がおり（図 4 ）、即座にクジラの骨で
あるということがわかりました。
　森氏とともに化石の発見場所へ行き、発掘をはじめ
ました。これが2025年にサッポロクジラと名がつく、
世界でもっともよい保存状態のセミクジラ科化石の物
語の始まりでした。
　発掘には化石発掘の経験者を含むおおぜいの市民が
あつまりました。掘れば掘るほど、新しい部分が見つ
かり、発掘は 4 年にわたりました（図 5 ）。

　サッポロクジラは2008年に札幌市南区にある小金湯
のあたりを散歩していた森和久氏によって発見されま
した（図 3 ）。発見の瞬間から確信に満ちたものでした。
森氏は医師であるため、骨についてよくご存知です。
生き物の骨が、しかもよく見ると肋骨や背骨が河原の
石のなかから少し見えています。写真だけでは骨であ
ることが判断できないと思い、車に積んでいたドライ
バーをつかって取り出し、札幌市博物館活動センター
に持ち込みました。札幌市博物館活動センターにはタ
キカワカイギュウやフカガワクジラを新種として報告

図 2 　化石研究の流れ（一例）

図 3 　サッポロクジラを発見なさった
森和久氏（札幌市博物館活動センター
のサッポロクジラの展示の前で）

図 4 　サッポロクジラを研究し、命名した
古沢仁氏（札幌市博物館活動センター）

図 5 　サッポロクジラ発掘の様子。かなり大きい岩の塊です
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博物館文化の原点「人々の想い」
　「博物館ってなにやってんの？」という疑問に、こ
こまで読んでいただくと少しだけお応えできたかもし
れません。これは化石に関する活動のなかの一例にす
ぎませんが、このような活動が幾度となくこれまで繰
り返されてきたわけです。
　「なるほど、そーか」と思われるかもしれませんが、
ちょっと待ってください。落ち着いて考えてみましょ
う。このような博物館活動は、できてあたりまえでは
ないのです。博物館の存在を知っている方がいればこ
そ、化石の発見の報が博物館まで届きます。また、発
掘は無計画では行えません。発掘経験を持つ方々が地
域を横断して発掘に協力してくださいました。さらに、
クリーニングや研究には修行がいります。そして化石

　発掘は骨を包んでいる岩ごと取り上げます。そのた
め、発掘の後には骨だけをきれいに取り出す作業「ク
リーニング」が必要です。札幌市民を含め有志の方々
によっておよそ10年かけてクリーニングを進めました

（図 6 ）。
　その後、古沢博士と鯨類化石に詳しい木村敏之博士

（群馬県立自然史博物館）らによってクジラ化石の研
究が進められ、新村龍也学芸員（北海道、足寄動物化
石博物館）によって 3 Dをつかった復元画が作られ、
そして大平寛人博士（島根大学）によってクジラ化石
の年代について調べられました（図 7 ）。実におおぜ
いの方々が関わり、バトンをつなぐようにして、サッ
ポロクジラが命名され、世界にむけてデビューするに
至ったのです（Tanaka et al., 2025）。

図 7 　サッポロクジラを研究した方々と研究風景。左、新村龍也氏（足寄動物化石博物館）
と復元画を描くためのパソコン。中央、木村敏之氏（群馬県立自然史博物館）と専門書の本棚。
右、大平寛人氏（島根大学）と顕微鏡

図 6 　化石の周りの岩を取り除く「クリーニング」という作業を10人以上の方々が、10年かけて行いました

「ほっかいどう学」第57回
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は、ようやっと、展示や講演会などを通じておおぜい
の方々に見てもらえるようになるのです。
　なにより大切なことは、一人では発見、発掘、クリー
ニング、研究、発信、といった一連の活動はできませ
ん。サッポロクジラを通して、人同士のつながりが生
まれ、お互いによい刺激を与え合う関係性が築かれて
いることが面白い点です。そして、なんとおおぜいの
方々が、長い時間をかけて、サッポロクジラを通して
関わり合い、ここまで形になったものだろうと思い、
しみじみします。人々の行動は経験や技術や知識はも
ちろんのことですが、それらの原点は「想い」だと思
います。上記のような活動を引き起こす「想い」には
以下のようなものがあります。
・見つけた化石のことを人々に伝えたい
・重要なものだから発掘して後世に残したい
・化石のクリーニング作業に夢中になる喜び
・自分の技量が発揮でき、社会に役立つ喜び
・どんなクジラなのか解き明かしたい、知りたい
・やっと明らかになったことを人々に発信したい
・私たちの地元には、このような貴重なモノがあるこ
とを展示したい
　サッポロクジラは化石の数としてはたった 1 点です
が、人々の「想い」に支えられた「活動」によって世
に出てきた特別な 1 点であると強く感じます。これら
の「活動」の結果、サッポロクジラは新種として世界
へデビューしたわけです。私は、おおぜいの方々の「想
い」と「活動」を知り「それってすごい」と思いまし
た。このすごさが何か考えたとき「博物館文化」とい
う言葉が思い浮かびました。
　来月は「博物館文化」について、札幌市博物館活動
センターを見にいらした方々の「想い」をご紹介しな
がら考えてみたいと思います。
　ところで、2026年 5 月30日に、サッポロクジラホー
ルを札幌市博物館活動センターに開設しました。ここ
では実物のサッポロクジラの頭を常設展として見るこ
とができます。サッポロクジラホールはサッポロクジ

ラの存在を発信することを目的としていますが「博物
館文化」の存在を具体的に示すことを密かなメッセー
ジとして込めています。「想い」をテーマとして、こ
こでご紹介した人々の活躍を紹介するパネルもありま
す。ぜひ、札幌市博物館活動センター（札幌市、豊平
区）にいらしてください。
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